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1.　衣 料用接着芯 地は， 従来 の芯地とちがって，熱 可

溶性芯 地であるため， 接着 後の表地の風 合， 特性への影

響 が大である。 この要因は， ①表地の種 類　②芯地に用

い られる基布 の種類　 ③接着樹脂 のもつ 条件　④接着条

件 等の複雑な因子の相 互関連 に よ る ものと考え られる

が，今 回は，表 地自身 の性質 が，一定 の接着芯地 を使用

するこ とによっ て， どのような形 で接着後 の風合い，特

性 へ影響 がおよぼされるかを総括的 に検討 した。

2･　試料 として表地は，毛織物(ジ3  ―ゼ ット，ウース

テ ッF", ツ ィード，ジ ャージ イ)木綿(コ ーデュロイ， ス

エ ード)の６種類を用いた。接着芯地は, バイ ジーンPD

301 を使用し，適正 な接着条件で全 自動プレ ス機によ り

接着した。表地 および芯地を接 着 し た 布地 のそれぞれ

を，た て地方向， よこ地方向， ななめ方向(45°,30°)に

ついて の剛軟度 の測定をおこなった。素材自身 のもつ性

質を調査分類し，剛軟性に対して の関連性が， どのよ う

に なっ ているかを考察した。

3･　各素材に対し，接着後は接着前よ り10% 内外 の

硬化 がみ とめられた。更に布目方向別には， ①たて地方

向および30 °バイ ヤス方向につ い て 接着前と接着後で

は，値に大きな変化は みとめられ ない。②よこ地方向 と

バイヤ ス方向は，木綿よ り毛織物に大きな値の変化 がみ

られる。表地 のもつ諸条件 の分類調査から， むしろ表地

の性質よ り芯地のもつ条件に左右される場合が多 いと思

われる。


